
３ 朝日大学学生の GPA 傾向、入試区分との関係（2016 年度） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

2016 年度 GPA 分析のまとめ 

 

GPA 分析で学部の特徴がみられた。法学部と保健医療学部はほぼ平均値を中心に左右に正

規分布していたが、歯学部は左方（GPA の低い方）にピークがあり、経営学科は比較的右

方にピークがあった。この理由として、歯学部では必須の科目が多いこと、覚えなければ

ならない項目が多いことなどが GPAの伸びにくい理由と考えられた。また歯学部では学習

および試験に対する取組として、高い得点を目指すものでなく、「合格」レベルを目指す学

生が多くいることも GPAのスコアーが伸びにくい理由と考えられた。 

経営学部経営学科においては会計研が特に高い GPA値を獲得しているものと考えられた。 

性差をみると、いずれの学部・学年・入試区分とも、女子が男子学生よりも高い GPAを獲

得していた。 

入試区分でも学部・学科の特徴がみられた。法学部は、指定校が高く、次いでセンター入

試であった。経営学科では、指定校と AO入試が高い GPAを示し、留学生が低かった。 

ビジネス企画学科では、センター入試が最も高く、次いで指定校推薦、一般入試であった。 

看護学科は、指定校・一般入試が一般推薦よりも安定して高い GPAを示していた。歯学部

では、編入学生が特に高く、次いで一般入試、指定校推薦、一般推薦・AO入試の順であっ

た。 

高校評定値と GPAとの相関をみると、歯学部を除くどの学部・学科とも正の相関がみられ



た。中でも経営学部経営学科の相関係数が法学部・経営学部ビジネス企画学科・看護学科

に比し高い相関を示していた。これは各学部学科とも本学教育内容が高校・受験生から高

い評価を受ければ、さらに優秀な高校生が本学を希望する、あるいは高校から推薦してく

れるという好循環が生まれてくる証ではないであろうか。 

今回、IR推進本部で初めて全学部・学科における 2016年度末までの GPA値を集計した。 

国は高等教育のディプロマポリシー成績評価の中にGPAによる評価を取り入れることを求

めている。本学でも 2016年度における GPA値を出発点として、学生がさらに高い GPA値

を採れるように、各学部・学科・教員間で PDCAを働かせ、GPAの最大化を目指して学生

を教育・指導すべきと考える。それが朝日大学の評価を高めることになる。 

 


